
）
▽
副
実
行
委
員
長
＝
藤
離
任

北
海
道
・
札
幌
冬
季
オ
リ
ン
ピ

ク
ｏ
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
誘
致
を

－援
す
る
会
・
事
務
局
長
）
▽
監

＝
清
水
直
子
（十
勝
総
合
振
興

環
境
生
活
課
長
）
梅
村
明

（十

観
光
連
盟
事
務
局
長
）

ち
広
域
消
防
事
務
組
△冨
帯広
消
防

署
指
導
課
長
）
吉
田
誠
（帯
広
市

商
工
観
光
部
企
画
調
整
監
）
下
野

一人
金
値
広
市
保
健
福
祉
部
企
画

調
整
監
）
岸
浪
卓
見

公
憤
広
市
農

政
部
ば
ん
え
い
振
興
室
主
幹
）

⑤帯広と金川足各

　

人ー

ｄ）±曽えるイヒ学≧物質ラ質
十
ハ
ト
人

勿

　　

一

　

ツ

　
　
　
　

最
新
「電
子
版
」
間

　　　

　
　

回

　

・

　

ａ
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源
一
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竣
成
獣
捌

見
ら
れ
る
。

道
内
で
ナ
ウ
マ
ン
ゾ
ウ
の
足

が
見
つ
か
っ
た
の
は
２
０
０

、
０８
年
に
忠
類
で
初
め
て
発

蝋
識

　

見
さ
れ
て
以
来
２
度

　

、

目
。
こ
の
と
き
の
化

　　　　　　　　　　　　　　　

′１・◆

　　　　　　　　　　　　　　

ｉ‐１１・
′÷

　
’

　　　　

”

　　

石
は
幼
獣
と
み
ら
れ

浄
　

“

　

て
お
り
、
今
回
の
発

　

・

　

見
が
群
れ
で
暮
ら
し

　　

て
い
た
こ
と
の
証
明

鳴′
　　

に
も
な
り
得
る
。

　　

マ
ン
ゾ
ウ
化
石
骨
発

　
　

　　

　

　　

見
５０
周
年
記
念
事
業

・
　

と
し
て
、
町
と
町
教

　　

委
、
北
海
道
博
物
館

　　

が
昨
年
１０
月
２９
日
か

　　

ら
１１
月
２
日
に
実
施

　　

し
た
。

　　　

二
つ
の
「く
ぼ
み
」

の
　

．
は
、・１
９
６
９
年
に

疑
心佳　　

化
石
骨
が
発
見
さ
れ

）　

た
位
置
か
ら
５０
琴
下

（約
１２
万
年
前
の
層
）で
発
見
。

調
査
団
は
化
石
研
究
者
の
岡
村

喜
明
さ
ん
（８１
）
＝
滋
賀
県
＝

に
、
鑑
定
を
依
頼
し
て
い
た
。

岡
村
さ
ん
に
よ
る
と
、
ゾ
ウ

類
と
推
定
で
き
る
か
か
と
の
跡

や
、く
ぼ
み
の
内
部
の
段
差
（ゾ

ウ
が
前
足
と
後
ろ
足
を
重
ね
て

歩
く
こ
と
で
で
き
る
も
の
）
か

ら
、ゾ
ウ
の
足
跡
と
断
定
し
た
。

発
見
さ
れ
た
位
置
か
ら
、
全

身
化
石
骨
が
発
見
さ
れ
た
ナ
ウ

マ
ン
ゾ
ウ
と
同
時
代
の
足
跡
化

石
と
推
定
さ
れ
る
。
く
ぼ
み
の

大
き
さ
か
ら
成
獣
と
み
ら
れ
、

ア
ジ
ア
ゾ
ウ
と
の
比
較
で
は
１０

～
２０
歳
に
相
当
す
る
。
二
つ
の

足
跡
が
同
一の
ゾ
ウ
の
も
の
か

は
不
明
と
い
う
。

調
査
団
の
添
田
雄
二
さ
ん

（北
海
道
博
物
館
学
芸
員
）
は

「当
時
の
北
海
道
の
動
物
群
を

探
る
上
で
新
た
な
デ
ー
タ
の
蓄

積
と
な
り
、
学
術
的
に
非
常
に

価
値
が
あ
る
発
見
」
と
し
て
い

る
。
町
教
委
は
２
月
１９
日
午
後

６
時
半
か
ら
忠
類
ナ
ウ
マ
ン
象

記
念
館
で
、
添
田
さ
ん
ら
に
よ

る
分
析
報
告
会
を
開
く
。

（樫
村
真
理
子
）

の
交
流
に
協
力
す
る
こ
と
を

ぢ
込
み
、
両
地
域
の
友
好
関

を
若
い
世
代
に
引
き
継
ぐ
。

３０
日
の
調
印
式
で
は
、
道
教

の
佐
藤
嘉
大
教
育
長
と
、
ハ

イ
州
教
育
局
の
ク
リ
ス
テ
イ

ナ
◎キ
シ
モ
ト
教
育
長
が
覚

に
署
名
す
る
。

当
面
の
取
り
組
み
と
し
て
、

広
柏
葉
高
校
と
ハ
ワ
イ
州
立

ラ
三
局校
の
姉
妹
校
提
携
に

け
て
調
整
な
ど
を
行
う
。
両

の
姉
妹
校
提
携
を
め
ぐ
っ
て

、
昨
年
１２
月
に
帯
柏
葉
高
の
１

塚
本
宏
之
校
長
ら
が
カ
ラ
三
局

を
訪
問
。ふ
っ月
２９
日
に
は
カ
ラ

ー吾
同の
ミ
ッ
チ
ェ
ル
ｏ
オ
オ
タ

ニ
校
長
ら
が
帯
柏
葉
高
を
訪

れ
、
提
携
や
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
検
討
な
ど
に
向
け
、
学
校
や

ば
ん
え
い
競
馬
の
視
察
な
ど
を

予
定
し
て
い
る
。

３
月
に
は
帯
柏
葉
高
の
生
徒

と
教
員
が
カ
ラ
三
局
を
訪
問
す

る
予
定
で
、
来
年
度
以
降
は
生

徒
や
教
員
の
相
互
派
遣
、
Ｉ
Ｃ

Ｔ
な
ど
を
活
用
し
た
交
流
も
進

め
て
い
く
考
え
。
（津
田
恭
平
）

産
タ
ネ
路

最
新
「電
子
版
」
間

　
　
　

患
者
が
地
域
で
暮
ら
せ
る
よ
う
に
支
え
る
，「十
勝

モ
デ
ル
」
の
原
点
と
な
っ
た
病
院
だ
マ
５０
周
年
記

念
誌
に
は
初
代
理
事
長
の
大
江
賞
（さ
と
る
）
氏

（故
人
）
の
足
跡
が
詳
述
さ
れ
て
い
る
Ｏ
大
江
氏

は
桧
山
管
内
旧
瀬
棚
町
生
ま
れ
。
札
幌
医
大
卒
、

同
大
医
局
な
ど
を
経
て
１
９
６
６
年
、
帯
広
協
会

病
院
精
神
科
医
長
と
し
て
赴
任
。

６９
年
に
道
内
初

の
児
童
病
棟
を
持
つ
大
江
病
院
を
開
業
し
た
▽
大

江
氏
は
障
害
児
と
健
常
児
を
一緒
に
育
て
る
保
育
１

所
な
ど
を
設
立
す
る
一方
、
退
院
患
者
が
地
域
で

暮
ら
せ
る
よ
う
に
共
同
住
宅
「朋
友
荘
」
を
開
設

し
、
十
勝
の
各
病
院
の
精
神
科
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
に
運
営
を
任
せ
た
。
施
設
は
地
域
の
公
的
資

源
と
し
て
誰
で
も
使
え
る
「オ
ー
プ
ン
シ
ス
テ
ム
」

で
、
こ
れ
が
後
に
十
勝
モ
デ
ル
と
し
て
高
く
評
価

さ
れ
た
▽
「患
者
の
社
会
参
加
を
手
助
け
す
る
ス

タ
ッ
フ
を
作
る
」
と
い
う
考
え
の
下
、
十
勝
の
医

療
・福
祉
で
活
躍
す
る
多
く
の
優
秀
な
人
材
も
育

て
た
Ｗ
病
院
敷
地
内
に
体
育
館
が
あ
る
。
大
江
氏

の
長
男
・徹
氏
（精
神
科
医
）
が
小
学
生
の
時
に

「患
者
さ
ん
が
冬
に
運
動
で
き
な
い
の
は
か
わ
い

そ
う
」
と
書
い
た
作
文
を
覚
氏
が
読
み
、

７５
年
に

建
て
た
。
こ
こ
で
は
今
も
精
神
病
患
者
の
フ
ッ
ト

サ
ル
チ
十
ム
が
活
動
、
管
内
各
地
か
ら
選
手
ら
が

集
ま
る
Ｗ
病
院
で
は
な
く
地
域
で
普
通
に
暮
．霧

⑩鞄マル智醍醐 饗難く
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需
微

審
吏

音
更
町
元
．町
三
恐

　

、容
（０
一五
石

音
更
神
社
と
は
「皆
様
の

て
、神
様
が
継
続
し
て
い

る
神
社
二
白
川
静
著
「字

級
獅

　

　

　
　

　　　
　

　
　

※
右
記
日
時
以
外
を
ご
希
拙

　　　　　　

　
　

　　
　
　

◎
一度
に
百
二
十
名
の
厄
蔵
を

◎
各
自
人
形
代
を
用
い
て
、后

◎
臨
時
駐
車
場
を
含
め
、五
（

公
園
人

音
更
町
木
野
西
灘

　　

容
（０
ｑ
五
ｒ

厄一
一

　

月


